






































































































































































































































































































































事例  呼称 性別 夢 修行 巫病 世襲 備考（文献）
BP-1 パゴール 男 ○ × × × 息子に世襲（齋藤 2017a：19-21）
BK-1 コビラージ 男 ○ × × × 息子に世襲（齋藤 2017b：75-77）
BK-2 コビラージ 男 ○ × ○ × 息子に世襲（齋藤 2017b：77-80）
BK-3 コビラージ 女 （幻視） × × × 祖父が病気（齋藤 2017b：80-82）
2-1  カミサマ 女 × ○ ○ ○ 典型的（村上 2017：64-67）
2-2  カミサマ 女 ○ × × × 典型的（村上 2017：68-73）
2-3  カミサマ 男 × ○ × ○ 典型的、母の体調不良（村上 2017：75-78）
2-4  カミサマ 女 × ○ ○ × 典型的（村上 2017：87-92）
2-5  カミサマ 男 （幻視） ○ × × 典型的（村上 2017：92-96）
3-1  カミサマ 女 × ○ ○ × 境界的（村上 2017：109-114）
3-2  カミサマ 女 ○ × × × 境界的、息子に世襲、召命を断ると腹痛（村上 2017：117-120）
3-3  カミサマ 女 ○ × × × 境界的（村上 2017：122-128）
1  ユタ 女 ○ × ○ × （塩月 1995：4-6）
2  ユタ 女 ○ × ○ ○ （塩月 1995：6-7）
3  ユタ 女 ○ × ○ × （塩月 1995：7-9）
4  ユタ 男 × ○ × ○? 11代目の僧侶（塩月 1995:9-10）
5  ユタ 女 ○ × × ○ （塩月 1995：10-11）















































































































































































うが、いわゆる「瀉血」（藤倉 2011, 津村 2015：
243）と見做してよいと思われる。
６）つまり、Ｍ氏に比べてＲ氏は、「発想群の共有」
（村上 2017：83）への意識が弱い、あるいは、よ
り希薄であると評価することができるであろう。
呪術において、権威への接近そのものは一般的で
あるものの、そこには濃淡が存すると考えなけれ
ばならない。
７）東北（青森・カミサマ）でつぎのような事例が
報告されている。すなわち、べつの呪術師から呪
術師になるように勧められていたが、固辞してい
たところ、夜になると死霊が寄ってくるように
なった。さらにべつの呪術師に相談したところ、
能力を高めるための純粋な修行と割り切るこ
とはむずかしいのではあるまいか。
小結
　ヒンドゥーやイスラームが卓越する地域社
会において、誕生し、たくましく生きる呪術
師たち。宗教と共存する呪術師に邂逅した刹
那、筆者はその事実をうまく咀嚼することが
できなかった。宗教理念上、「世界宗教」（佐々
木 1996：86）と呪術は共存しえない、前者
が後者を排斥するはずだと思い込んでいたの
である（大橋 2012：207-208）。しかし、本
稿でも紹介した青森県・カミサマの事例にお
いては、地域で評価される有名寺社に呪術実
践を結びつけることで権威を借用し、自らの
妥当性を訴えるという。あまつさえ、夢に織
田信長や昭和天皇が現れたとして、超地域的
な、より普遍的な権威がもちだされる事例す
ら、報告されている（村上 2017：128）。な
らば、アッラーが夢に登場したとて、驚くに
値しないであろう。夢で覚醒した呪術者たち
は、高度に組織化された世界宗教との懸隔を
も、みずからの権威の源泉へとすり替えてし
まうのだ。だからこそ、広範に呪術は残され
たのであり、また、今後もたくましく生き残っ
ていくのであろう。
　とはいうものの、さまざまな経緯で誕生し
た呪術師たちを取り巻く環境が一定ではない
ことはいうまでもあるまい。地域によって、
さらには彼女ら／彼らのくらす地域社会にお
ける宗教的世界観の違いによって、さまざま
な課題・矛盾・軋轢が惹起されることは想像
にかたくない。くわえて、地域社会（地方）
にあっては強い統合性をみせつつも、大都市
では多種多様な呪術が群雄割拠しているとい
う（佐々木 1996：136）16）。俯瞰と接視をく
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すとき、傾向を補完する事例となり、事例2-5は
例外となる。また、事例2-5における幻視を夢で
はないと考えると、ぎゃくに、事例BK-3が例外
となる。夢と修行の相互補完的関係に、ごく少数
の例外がふくまれる傾向がゆらぐことはないので
ある。
13）表１で紹介した事例2-2では、「普通の人」がす
る修行と夢のなかでの修行が対比的に語られてい
るばかりでなく、「代替可能」であると理解されて
いる（村上 2017：141）。換言すれば、夢は修行
と同等の意義をもっているのであって、ならば、
両者が並存するのではなく、一方が欠落すること
はいたって自然であるといえるのである。
14）ここで注目されるのは、典型的事例においてよ
り体系化が進展するのに対し、境界的事例におい
てより原初的な要素が温存されるのは、いってみ
れば、「逆転現象」にほかならない。呪術における
このような状況をどのように解釈するべきであろ
うか。稿を改めて、考究してみたい。
15）実際に、済州島のシャーマンの「夢で神様に出
会う」という語りが採取されている（神田 1995：
28）。この発言は、バングラデシュにおいて筆者
が調査したインフォーマントの言葉、すなわち、
「夢でアッラーに会った」という語りにも信憑性
を賦与してくれよう。
16）佐々木宏幹はこれを、「プルーラリズム現象（異
なる信仰対象や価値が共存し、人々もこれら信仰
対象や価値に複数的に関わる現象）」と表現して
いる。都市で多様性が認められることは、都市に
一定の「規範」を見出す都市人類学の成果とは矛
盾してしまっている（若林 2013：153）。むずか
しい論点ではあるが、人間文化・社会の琴線にふ
れる課題であると思う。
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